
コラム  土木研究所の新たな研究連携体制が始動  

～2つの技術研究組合に土木研究所が参画～ 

 土木研究所は民間会社等と共同で、「次世代無人化施工技術研究組合（以下、UC-Tec とい

う。）」「ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ技術研究組合（以下、RAIMS という。）」の 2 つの技術研究組合を発足さ

せました。 

技術研究組合は、技術研究組合法に基づき、所管大臣の許認可を得て設立される相互扶助

組織（非営利共益法人）です。2009年に民間企業だけでなく、大学や独立行政法人等も組合

員として参画できるように法改正され、産学官の特長を効果的に活かせる体制となりました。

技術研究組合は、「産業活動において利用される技術に関して組合員が自らのために共同研究

を行うこと」を目的としているため、この改正は公共的な技術研究にとって重要なﾀｰﾆﾝｸﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄとなりました。

UC-Tecは、世界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの無人化施工技術について、国内の先端的な技術を結集育成し、

技術水準の向上並びに実用化を図るための事業を行うことを目的に、土木研究所を含む 19団

体が組合員として参画しております。RAIMS は、損傷・劣化の状態監視を社会ｲﾝﾌﾗの維持管

理業務へ活用するため、ｾﾝｻや通信・ﾃﾞｰﾀ解析技術等を活用したﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑの社会ｲﾝﾌﾗ分野

への実用化導入を図ることを目的に土木研究所を含む 14団体が参画しています。 

両技術研究組合は、研究の実施にあたり、内閣府が創設した「戦略的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創造ﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑ（SIP）」において、「無人化施工の新展開～遠隔操作による半水中作業ｼｽﾃﾑの実現～（UC-Tec）」

「ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ技術の活用による維持管理業務の高度化・効率化（RAIMS）」を研究課題として申請

し、採択を受けております。これにより、無人化施工とﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの分野において、研究開発の

効率的かつ効果的な連携体制を整えることができました。 

土木研究所は、土木技術の向上並びに社会資本の効率的な整備の観点から、今後も本技術

研究組合の活動に積極的に参画します。 

図-1 UC-Tecの研究内容の概念図  図-2 RAIMSの研究内容の概念図 
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